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Ill. 鼻薬の吻理性に関する研究 (第 3和)*乳剤の乳化について (その 1).鈴木照酪 ･

ガ1L崎乱千 一(段林省 農菜技術研究折 柄m見虫部)26.4.1.受粗

,凸繋m乳剤が安定でなければならぬことは冒うまで

もな七･ことであるが,撒布液の乳化の程取 去粗布技術

や11'粥 の.i::Lからも丁又紫剤の効力の点からも校討され

なければならない.I

元来,一一懸濁液や乳濁液の如き分散系を均一に撒布す

るためには,分散系の安定であることが必嬰であって,

認 諾警 諾 望…芸警 Ia=㌘芸霊 三㌢芸芸三三

動ゝ力による大規坊な撒布を行う釆国では,与の.I..!'.に

ついて見融を矧 こし,寧ろ安rt2,.1の恋い分散系がmいら

れているようである｡批頓gLlbでFiも多く用いられる

Stmighilcad･arsenate'拝.懸禿性が不Jも-Tあt)''叉L

所出饗の水和剤の内.Synklor-50-､レ*書,71HCW-12

･*♯･MarlateL50***尊の懸弼 …は何2.Lも不良であ

った｡このような不安定な穏和液を用いるのは,粒:T･

が姓かに沈降 して,過剰の液が碕亡する吻合に伴う孤

火を少くし.新剤の附芳茄を多くするためと説明され

ている｡.

乳剤についても亦,剛 課のことが言い得るのであっ

て機軸氾乳剤では乳化の悪い乳剤

cm､'1si｡n)が作らき1,之を川いる蕊

lick7)rcaking

如捕 殺も身く

瑛効も亦早く掛 っれるとt,･iっれている3'○(我国の横川▲′
的乳剤の如く不飽和化合物を含む時は,.反って準!.港-の

1L;I:内となる4))米国の 25% DDT 乳剤も亦我国の乳

剤相良定ではなtl｡

3tJf杭に我々は柾々の糾点から{乳化の桧討を行わな

けjtはならない｡そして溶軌 tl勿論,乳化剤の遊脚こ

当ってどのような迎 約三よって選び;如何なる牡'iEの

乳剤をつくるべきれ といふことを吟妹する必要があ

る｡′ ,

･米粉こ於ては,乳矧こ田する新平の考7,.1を試み,吹

いで,乳化姥をjP4･にする乳剤試料を耶さ唱して,出物に

及ぼす膨矧 こついて愉叩な釈放を行った｡

乳榊に服する考察

･(I).乳剤耳汝の組成について*= ** 乳剤BI･:液

は,班剤と融 と剖化剤の三極 卵 lら成るが;押卓Eg班
灰の同いh'坪 の調矧 他紙の早い乳化甲の掩蔽 琴U':

■､

的な払拭の選択が常に考l過.されている｡此等の3成分.

の国係を妨 】図た孟す通 Ljに捌 ;ナことが出来る.

正妻Tfj形 Alic の各凪t.I.(をそれぞれ,粥軌 荊弧 ･

乳化剤とすれば AI!,BC,CA の各辺はそれぞれ2

成分の混合比を示してし.ち ,例むご･一D は満雄 70,%,■
難剤 30%,'F.は軸 ヒ剤20,03,fr?賊 80% の況Al･とを

京す点であl)CD及び F̂.は,このような比を17;チ .

点の軌跡である｡ tr*に.yS剤が桝 !に 30,0.' の榊 恨

(溶液 100当L)珂圭剤 30)を示し,乳化剤が14倍の1fr'手､

垂舷 乳化し村るとすれ8羊,印軌跡の効 烹 0 の如き脱

液組成が可視となる｡ そしてこの細成は Oi,(溶妹),

,OQ(乳化剤),OR('h'絢 )の'.ql合を示し, その和良

常に31rJ形の閃さに当るわけである｡

･従来の制 乾7)DT乳剤は.'皿傭･-A'のような糾成を -

布している｡. L I
･DT)T 20,I rT'手械 GO.'乳化剤 30

この場合には L a

-一難剤 ･'Yr'rt刑-2S._0･'TL4
満城 ::乳化剤-02･5;37･5(1･66:1)

であるカ;ら,それぞれ相当する謀亡税 CF 及び ^-G

を引き,その交瓜 (之は 20% 71'重刑の軌跡との交.I:丈に

なる)を求めれば Sが DDT乳剤の組成を示九氏で

ある｡..

*農薬の物理性rこ関する研究 (第 1報)応用昆虫

6,133,1950 ..ク ∴ (第2報)応用尻車
6;172,11951

･*technicalchloTd.lne50% (puiec-orhpound
30%)7*和剤 '.

*≠*y-isomcr12,00/(rnC33%)mIC 水和剤

*半*･ucchnicnlmcthoxycl-lot50%(purecom二
pound44/oo')･水和軌 懸垂皮測定 (展着剤の物理

的釈放汝 2) による｡何我国の水和剤は普通 75-93

で-A1)杜酸鉛は 10や 0であ.a)
liltCWll.2 Marlatc50

単音*束･*昔流 I)DT 如 帖 呼ばれて'V.'る●ものは造

田又は辞透的の耽錘Tdぁって乳化し',tい′るわけ.tpは

なこ･｡こ 'ゝではそれを乳剤原液,(emt･lSion con-
entiate)と名付けてか Pに乳化させた場合の乳剤托

和紋と区別した｡
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防 虫 料

- L 若し原液中の製剤丑を高めようとすれば,群剤並叫

, に乳化剤の改長が必夢で,その方向は図qlの太い矢印

/ - の方向に当る｡写りと剤の政艮のみによって,2036瑛

剤を含む乳剤を 23% に高めようとすれば, S'-の示

す通り,乳化剤の性能を (1.66;1)から､(3.33;1)

に馬める必要があり,26% 111るためには,~更に.

_,､ (事0･2:I)のような秀れた乳化剤を温 まなければな
らないことになる (SJ').
γ-BHC_-の benzol及び toluolに対する特節皮を

25g/100g搭液井 とすれば,CF にはi･一致し,従

って DDT乳剤の場合同様 γ-BHC のみの26% 劉

＼ 剤を柑よう.とすれば乳化剤のす ぐれたものを必要とす

ることになる｡､

.以上によっても,銘剤含有忠を高め争ためには'乳

化剤の退択が甚だ重要であることが明かである*-# ｡

､A

eO 90
C

(10.2tl)J(3放I)(I.66;l〉

Fig.1

-A:toxicillgredient,:B:占olt,ent
､C:emulsifier.

q㌧Ll

(Il) 乳剤撒布液の組成k.dLhモ ー 乳剤原液を水 .

で稀釈した場合にも,水一搭拭-乳化剤の3成分を(Ⅰ)

と同様に取扱うことか出来る｡'

約=図の正3角形 ABC の各項点を,それぞれ九

乳化m,満城とすると,､我々が問題とナる乳執 ま(1:

1:1)-よL)加 こ富んだ碩域であるから,APQR~に限 ′

定され∴叉一般には沿班よt)乳化剤が少いから A_oR

の部分に縮少される●｡原液は水で徐タに稀釈写れもた

め,組成を示す点は,溶媒 :乳化剤のテ定である軌跡

(AD,A.立 の如き)をたどり,稀釈倍数が 】0よりt

大きし.ことも考掛 こ入れると,軍に狭くなって AoR

の中に含まi咋 しまう｡キのような方法で図示するこ

とは不便である｡

､よって,各成分の比の対数わ和が一定になるような-

図に改めよう｡ /

′76
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三成分の倍を a.a,C,ノとし;各脚 こ,一一尉 F7率を

報じた伯を ･A B C として,その対数¢坤-が一斑

(K)になるものtすれば ･

logA+logB+logo-K . ( 1)

% -% =% -n ' (2)

で表わ引 坤 ｡

(I)と (2)よI) AB C の対数の伯を求めると,

-logo+logb+logc+3logn=K

logA-logo+喜tK-(loga十logb+logc)II
､ (3)

logB=loga+itK-(logo/+logb+logc))
(4)

logC〒logc十をtK-(loga十logb+logc))

･ ･ (戸)

_即ち -やbt から得られた ーA.BC の伯を仙･
て,高さ K なる正 3巧形を固けば,各成分比の対数

の和輯 堀 となる図が回ける｡(弟3回)

A

Fig.2

､A.'water,B;emulsifier,C:solvent

作図をするためには 先ず √b/C=♪ とすれば-ヽ 1
(4)及び (5)又は･(2)から

logB-logo--logL･ r

9-10打の時に logB-logo-K となる｡

今正三角形の高さを常に1と仮定すれば約三臥こ於＼
_て Dを AB より]/Kの高さにと.)DからDC

に来校を,iL

'兼R.F_.Sladeによれば benzolでは28.9g/loo首,

toluolでは 27.0g/loos(20oC)である｡. 1'

**薬剤の渋皮が高くなると,溶媒の比丑が大もく

なるから,乳剤の安先が一暦むつかしい｡従って以

上のことii文に他の防粂i'咋 支配さ.れる｡

ノ



防 虫 料 f:p 約 16班

が=101 1ogB-logCel/K

の軌跡となる｡

一凋 杖にして

J'=102 ､logo-logo;=2/K ･(SR)
●●●●■■●●●●●●●●■●■●●●●●●●■●●●

I♪-lo灯 logo-logC=1 ･̀

に相当する平行税が固ける｡. -

`以上は,持味:乳化剤が一定である点ゐ軌跡である.

.次に a/早-g としで,同様の操作により FG並

びに,その平行紋が画する_o之等?直税群は,水 T:乳

化剤の一定である点の制跡7:･'ある｡〈従って.之等の交

点を求めれば,撒布剤の≡成分の組成を対数を以て英

才フナことが出来る｡

乳化剤 :糾 ` 1:1-1･:100

軒 剤 :水 1:1-1:1000

.とすれば.撒布剤期成の領域は PQRSに囲まれた梅

田になりiこの大きさは K の仙 こよっ七典るもので

..ある｡ ` ＼＼

若し PQRS.を畔に拡大して,乳化可随の限界を知

れば,乳化力弛びに乳化剤の特性を示す ′nlap:を待

て,乳化剤としての価値を未読ナることが出来よう｡

Fig.3

^･.lVater,HI.cmu15ifier,C:soll･CntE5

(11Ⅰ)乳剤徹市波の安革食について■ 乳化剤の

他力を粗相的に/Llける方法は米だ行われていない｡PlB
mに水中紬オt)-ブTdl.水中純鉱油の如き乳濁液の何

れに対して.良い乳化剤であるかi･,一般的に知られ

てい引こ過ぎない｡6) 乳化剤のf･S劣を決'jE+る先めゎ

安r'i!姥の判rti!,･V,lkぴに'jHm的の比較は容易ではない｡

DDT乳剤の稀釈液に一定の強さの光をあてて,逮

過する光の弧さを測定した枯凪 陥姥の対数と満城の

孤蛇 (乳剤巾に含まれる水分は勿翰考庶する)の故数

が,ほ 比ゞ例するととを認めた｡

よって.●この方法により,=Rの如き組成のgL･剤につ

.いて,安定度の測定を行った｡*I

XylolIl TritonX-100許*

10 l ･1

C1 70 1 3

託 B,C各組成は後述わ出物に対する野中に的

する試験に用いた試料と由迎する｡

予め,各較姥の稀釈液について開度を求め,稀相野

'放て又は社則 と阿波 とP関係を求めた夙妨 相に

表す通 りであった占

･. 之 二I.ir 二S'Q■'7.ヽ ▲ 凸ootCLOO5

♂t も●‥+ヽ

動 9..I.寸

｢ り .･_＼

20 30 50

′ IntenSity(lux)

Fig.4

この開脚 こついて考7.1号すると攻の洩 りである｡

暦のTgさをx,光の以さをZとし,.光が吸収されて

強さを減ずる別命が Zに比例し .t･l土反比例ナると考

声 ると-

'-空 知 土 (Lil.aは吸牧係数)
, dx x

c

once
n
tra

tior)(e
)

*測定方法は懸垂悼試放流に準ずる℡)但し.1立容研

手水柵は杭より高さの方が大で 12×6×15cniで

中 る○
** alkylatedarylpolyetlleralcohol

77
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で封わ由 tる｡之を′I.鹿 めの光の強さ)からt

まで税分ナると l

ノ/ ･ヽ

･-rlo号司 書 ∴'1し
10g70-logI-alog-x `

一然るに,本測定に放ては,厨の厚さは丁定であって

分散粒子の濃皮が変化するのであるから,僧 の厚さ x

の代L)に,池荘 C と泣くことが出来る｡

･･ 即ち logl0-10g7-- αlogC＼-

となる｡

この田確は,約4臥 こ示す関係を示すもの竜あって

光の吸収割合が Zに比例してIx(即ち C)に反比例

1輿 考えZPことによ示 糾 し待るもので露 ｡･与

′のことは,乳濁準の賂倉t:.i.号懸濁液と挙って,光の率 ●
迫や芯姑Lの影響が大きいことを売しているものである占

次に餌4回の関係を利用して200-1000倍0.各5位

ゐ稀釈液について,時間と汲皮紋少の園孫を求めると

約5回に示す通りである｡*＼.

g)

deAhulsification

deim
u
ls
ifica
tion

5
timeinl10ur1
- Fig.5･

10

之によると,次のことが明かになる｡

I) C は時間と共にはi'比例的に淡少するが B は

一時蛸 ろ桝 ル 5･旦時閥 由 し轡 , 急に級少す
る｡ 之はIiが C より分柳が-FiI･く,f然かも地政をざら

にする厨に分れて浮きあがる傾向があり･この厨が,

78 ～

I

塊 懸 絶 &,て いゝる部位を過ぎる呪 ●波圧奴少が著し＼
くなるからである'｡

2) Cは 200倍から唄に稀釈するに従って,乳化-

が想くなる傾向があるに反して B は逆iこ汲蛇の掛 .･･(
程不安定で乳化は劣っていることを読しているo LJ

3) 汲姥城少率は･C より Bが木きい̀/tは冒 えな

ro 之によれば乳化剤が 1/3'I=過ぎなくとも,一概

に捜乾城少が大きいとは冒えない｡之等の測定班を時

耶J一 竣碇曲紋に改めたのが,節GJZIである｡之によ

solv
e
n

ti
o

ncentrat
io
n

in
ezn
u
ZS
)'oz)(%
) d I5 2さい

timeinhour

Fig.6

ると, 稀釈倍琴の吸い時は Bは Cに劣るが,掛 ･

､時は寧ろ逆に B の方か安定であるらちが分るのであ

る｡

乳化 序を鞄 こした試料による殺虫試由 .Ii
以上の考矧 .=もとづき,乳化班をgi･にした利和をつ

くE),乳化皮の相違が殺虫速姥にどのような彬皆を及

ぼすかを知る日餌も 宍故を行った;

11 実･駿､材 料 ･./ 't

a.供 拭 虫 √小豆象虫 一

.h.～供託堪剤 .γ-BHC(m.p.112.5-113oC)
C.供託乳融

′ /
I.次の通りの組成である｡′(A,･B,Cの組成はそれ

ぞれ約1回及び約3回に於ける Ⅹ1,X･O,Ⅹ3にその

.位斑を示したO) .

､γ-T3rIC滋IXylol･TritionX-100+聖水*3

I:i水槽の中央部位に駐羅約3cm のセレt/光屯池i:

あて;･淡既変化を硫iRLLするから,水田に′･T(ylolが

分離す号状態とkf.必ずしも等しくない○
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*lrlTIC の合71皿は,小立教虫に対するFi任イf

効耽蛇を求めた 前非,糾 す*の実時結果によっ

たものである｡

+2 補数紬 こよる胡Thj-iRJJの仙 まれ7回の洩りで

ある｡ ′

+3 稀釈倍数は 1.5cc.ulcm の沼緋を湿すに

迫当な丑)に所位の染出を含ませ.JI.乳濁液が托

弧 こ過ぎぬように決定した｡

書4 乳化姥は,乳化剤の丑からも分る通 り,ALが

･粒も恐くI7,･C 之に次ぎ (考察の項 ⅠIlで述べ

､た H,Cに等しい｡)D はCの紫剤を含まぬも

のである｡ .

･6.-E は超背紋!1.(!射lこよって乳化したもあであるO_

300･KC;180｢]90mA の条件で 1分-/['-糊 ･Tし

た｡乳化は良好であり;粒子は C より細かいが

衆知 こ分離を起す｡(約12図釧 ti)

*6 榔 Ki区であ争｡

*7 供託乳剤は. 乳化剤の丑が炎るから乳化圧は､∫

典ろが,同時に湿潤力も相遍すると肋 れるi､各･､

I_区の拡展性** を求めた結取去次のように明らか

な相違を示 した｡

JI 実 額 方 法 拡粟粒の和迩によって･附芳

雄剤FLEiが共 り試吸の結果を不明掛 こする土とを避ける

ためにl 噴封又は浸訳の方法を避けた言 即ち,171窪

11cm の張紙に 1･5ccの供試乳剤を浸透させで,5'

ヤーレ (高さ.2.5cm)に入れ,供･X由を放ってから,

s
u

r
溝

c
e

t
e
n

s
i.o
n

o
.
(

d
y
n

eJc
m
)

conccntra!ion C(%)I

Fig.7

Surf.lCCtCnSio10fTriton.Y-100.soll】tion

bysttllagmomcler(30oC) ず

学 妨 16由

金巾にて舷をした｡

.供紬 は . 出来るだけ鹿全な虫を bJ控宛遊び..3

区制として,試陵を反覆した｡-試軌 ま温度変化の少な

い道内で行い,温度 20-22oC､湿乾60-75%であっ'

た (昭和251宙 月)

匁空色虫の生死の判定は

i 紐全虫 I

ii 苦悶虫 (歩行囚無二反転苦悶)

iii.死 虫 (S'ヤーレを静かに傾ける時に;何

･等の抵抗もなく宅ずる-もの) ∫

に分けて数えた｡ ､

III 実 額 結 果 時間と夕独 琴や園鹿を声汁 と
約1炎の通 り童ある｡叉時間に対する,死虫と苦悶虫

の利 く即ち不位全血数)の関係を読手t,.約2裏の通
1)である｡(何れも 180四について集計したものであ

る｡) ･∫

Tablc1:MortAlity

Table2:形 of;ttrecledinSeCtS

･この結取をまと̀めるための,眉 当な方法がな1･ので
あるが.岬TiトをEill牢曲税を劉 処しても,･粥駄設計か

らも.考えられる血()_.ilf粉にはならない｡そして折税

の矧 的点は5時･rLu附近Iに･/FlEするが.之は丁腔的2炎

に於て,~位全血が朗んt'!無くなづた相 打妃相当してい

｢るo t-
-実陵緒架をそのま 図ゝ,dT;すね ま,第8図の通E)であ

るる

(1) 7･-T3liC ｡ら小豆攻虫に対す号効果は明らかで-

あるが ･Yylol及び T工itonXl100 は向等の-S作用

ち-5T･えない｡ 1,

*昭和TJ年応用昆虫学会訪韓要旨

*托測鬼方法は拡展性試験法に-よる'｡
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(2) A,B,C,E 相互の比較を行うた桝こ適当 ~

な方法がなく LD50の点を採っても本質的な差は見 一

られないO今 LD50について,誤差から村た侶h'度

の比較を試ると

3 9 ･15 21:

timeinhour

′ ＼ Fig.8

∫ mortalityl(%)

H percentageofaffectcdinsects

Nを個体数,3,を生虫数,qを死虫数とすれば危

E騨 5% 以内で伝統し得る範囲は

a-姓2席 LI

で剤 っされるから-LD 50に達する時間につt誉 A

BCE各区の信柳の限界を求めると.

I -̂ 及び C ●6.4-8.0時間 -_

13･ 7.6-9.3時間

r: 二 6･､0-7･1時間

となる｡ この範囲で B よE)E の方が速効性である

と言える.-但し E は正規作用曲跡 こ近く,初めの聞ノ

は E-は.B より遅い｡

(3)′̂･IIC の問に明らかな相違の出なかった原

因亘.

i _nTIP油 虫が少いから･一割剤粒子力塵 く･

浮上L.た痘子は,容易に蒸発Lt,乳剤は分解.

･する｡･柑 こ,詣紙上に於では衣両脚 ;大きくこ
その帆IlIjは著しい｡

ii 手張紙上に撒いた液が少立であって蒸発が早い

∴ から卜乳革の扱放される椀向は著しい｡

によるも甲であろう｡

之等は,儲料調瓢 ･並びだ衰臨操作による制約を受

けた?であるが,･二又一札 宍際に起る状況の一端を示
す ものとも言えよう｡

(4) 時間の初めには,地金虫が相当いるにも拘り

ず死虫率が比較的高いのは.･難剤の影響を-f均二に受

けるこ与を京すのであろう｡こiに乳剤から巣剤が分

離するF･liの,偶然性がある_と.tLTtわれるoEが正親に近

い結果を示すのは,乳化剤を欠くため,乳化の汲歴や;
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徐々に然かも平均して起るものと予想される;

.以上の試除によって,DHCの効果は当然認められ

たのであるが,~こ にゝ作用の状態を観察した所を附け

ノ加えると,小立教豆は逝ずLも,掘紙上のみをJ歩くと

_は配らない甲であって,-riHC-の効果の巾には当然畑 l

幕的効果が含まれat｡.試みに上に述べた試故と同じ粂 ･

件でシ､ヤーレを硝子で盆をする-と坊9屈IJ=示すように

なる｡この場合は当然水の蒸発,DHC XylPlの揮

発や瀕 げら汁,従って乳化の破壊も速くなると考えら

れる?七あるが.磁紙は 24時間後も乾痩せず,出は

.軽 く苦悶し,■下勉を閃し'.てたおれている｡丈に比較

のた* ･-穐釈由数を50倍 (即ち･一指拙 琴の 10
倍)とした乳剤について,上の試酸と同じ条件で行つ

′た試験の結光を図に申したho之と比較し'tもMCの

燥議的効果は明らかで,-硝子で由をす,るtU召放した時

･の数階の効果を京している｡ 一一∴ /

m

orta
l
i
t
y

(%)
0 1Z IB - 2■

timeinユlour

-I -Fig.9 sampletB)

I coveredw ithshirtir)a
II col･ered lVitllglass
IH･ten timestheconcentrationof

sample(TO-I,

種子並びに幼根に及ほす乳剤の影響 -

A.水稲の幼楓に及ぼす影響 ･-殺虫託宣釦こ用いた

･供試乳剤を,事柄の劫敬に作川さやt,即 ヒ既の和迎

了 や;,水稲の成長たt'のようた影響するかを調べてみち｡

a.実扱材料.米山 38号水稲払子を塩水過しホ

㍉tマリyWE超を行って仙 ･た｡こ

占.一笑駄方法 円形の木製稗 こ金lfJ息張ちて描協

し 発芽させ,幼航岳;2cm 位に延びた時に拭

■料液qll羊15分間琵流して水托し20-22比の.

室内に汝近しで.'幼芽と幼収の長さを･mLjJiBしたU

描紐 淀的処理 準R
I-lV-27 VJ o(10flH) Ⅴ-17(21日H)

ⅠⅠ●シー18 V-26(Ot3,日) Vト3(17nH)･

この処理では.乳化不艮ゐ試料痕 液のX･i五iの紐

皮が革まるから,取は影響を受け易いのである｡
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測'Eiの紙T.Jr･恥ま[めて.図′J'.卜JJ<t･叩TO図lの泡

I)になる｡そ･の約月エ

i 仙仙 ｢及tL-㌻畔J.I.'1'1日は _TL_thlI-よるもの

'C'.幼別の勉卿 こよって.幼ガの蛇｣壬にL.捗照1/

-!J.えも｡

ji 乳化の恐い ∧が7) より大きな好幣をif.･え

ている｡

-)'iL仙 こ.誤る危険率を 30% 認めれば.そ

の油田亡C,1)区は 八,J3,F.区よt)膨部が

少い｡伽 ち T3lIC は比等の粂作のもとではJt旨,

幣を与えず JXylolの乳化の左によって}7LL'Y,智が

舶 る.叉乳化剤 のない場合 (T:)がある似合

(C,及び 1))よりrl蹟作用するようである｡

jjj板の長さについては,伽左が人きく,叉Lli帯
の顎掛 こよってgjとるから,打.:諭し刑LL､が Fが

他に比して長いということはTi''えるOこの実験

では,板の受ける成長恥絹の,i;旨鰍 まイ1･JiLも,幼

芽の成長に影敏を与えた｡

)
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川帖 の抑月l･叫 壬さH l)で折目臥こ′J汁 ｡

その紙 1̀は J･-･(よl)上()七･l.郷 が少い uLJも .1･_vtol

o)rvl迫は,乳化鞠y_Y,ィJ'T.,～.tl.'j･.L lJlしない時 上t)大き

いよう'Cあ7J｡このことは :(.tpJ<･)がノkWiに什川する

Jii付とは逆 ′あって抑'j:･憎いことである｡誤るla除率

を 30,% 一浪y)iLは 叫まJl,C,D より F は C,D

Fjg.J2:

F-mulsioTISPr.lymjxtu-cISamPJcL･SVヽhh

di∫Icr●entstIlLc.qoreml巾iri(.;ltion J)J･-

cparcdlopTAT)oratoryLcsts
A,】壬,C,andT).:aEtcr:iOmininutL･SStan(ling.

E.:aEtcr4hoursstanding.
F.:Water.

-C-D- E,-F

F]'g.ll:ll,hc<lt

I :Lirsttear

Fig･10:paddyriceplant Jr:secon(llcar

B･小麦の確子に及ぼす影響 A とト舶潔の川的で

･ト誕依Tに及ぼす影宇陀 TJ8べた｡

a･究蛤材料 出帥 T,OE;･T4TLrヰiiiJki過し, ホ ル マ

リン耶昭を7iって川いた｡

h･実駿)/I)三 ･30ぐCの試鎗l''1.'に 20ぐCの供試乳剤

を入れ,その中に約 1~･を殺人 L･-)JJJr川滋子l●亡して水

沈し,シl'-レに絹緋ヤ汐生き.鞘J糾:JT<せしめて

節1牡…,肌 2兆 .lh-.ぴに鮒脱の･r<さや測'起した｡

この処碑では A と逆に乳化の止い訳本:IのJil･什稚.

fLLr･は没班による克珍繁を受け払いのである｡

よ()Jlb湖が少く 73,B は D よ

I)少い,乳剤が不'/1%iiな柁杉幣

の少ない仰向が見られろが,ZY'-:

はJJ(桁の域合程 nJjちかてはな

い｡

ff=_物に対する試執 土相当の虹
号Liを爪ねなければ,決',iZ的なこ

とは言えないが,以上の試執 ま,

堵リ.'･試験と乳化剤の生物に及ぼ

すL脚 に関して示唆を与えろも

のと考えられる｡

要 約

乳化剤の性徴 も 乳剤耶液の

組成,撤巾技術の州劫,淡剤班

mの効率,肘 ,I.'･の多 少 に大 き

な,形沖をイJして).I:I(),乳剤の櫓

抑 こは乳化剤の進研が れ#･で

ある本1仙こ於では,先ず乳剤に

対する考窮を行い,山こ1.:1'･の卿 b)試取をfJ･つた｡

i 劉剤拭く液の刺Ll戊を臥 J七十ろことを試み,乳剤を

調製する際の資料とした｡

ii 乳剤撒布液の削成についても,吊1,-9のぶ ′L三･を7i

い dmap〝を'hJて,乳化剤の性従を, 一11脈然たらし

めようとした｡

水L那 7幼井の発端)I近 くの横線は供し､方が 30%, 広

い方がT)クo'の危険率を含む誤差の限界を表わす,節

11脚も同様である q
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Iiii乳化既の少IlJaに'対する｣方法として,光学的方 一

法について検討 し,.乳化剤の立を射 こ11た乳剤では,i.(

稀釈借琴に~よっ七.′分離の状態や嘩 るのを知ったo

iV 一以上の考矧 こ基づt亘 ,●乳化姥 を異にする γ

蛇に及ぼす膨湖を湘べた氷 ､むは眺蛇でなかった.I

こQ)/a合に剖イ甲 酬い 蛸 :弛 卿 こよる乳馳

純粋lリこ加えて,乳剤の作川する扱f指を別かにするこ.

とと,乳化蛇の和迩から当然起る,は17㍍Jjによる誤A:

を除くことに田.Cした｡.

V iVに川いた乱舶 附 甲 く桝の克岬.t･小誕粒
子に作川させて'乳化比Q)35を生物的に未読しようと

した｡/この紙卵を嘩 yi試験にも示唆を与え,_叉乳化剤

の示す作用にも知見を与え得るものと考えられた言
･恥 小豆攻虫に対し-{I羊 γ-BHC､が殺虫効果を示I

L̀ Xy与ol及び乳化封は影響がなからたのに反して,

水和及び小変 では Ⅹylolのみが蹴 (i-4を与え.㍗-B‖C

及び乳化剤自身は膨甥しなかった｡･ t

終 りに臨み･LJi物試瓢 こ対し,紐乍糾改元貼り,或

ほ試料を怒与された,才f:JL'･敦･郎

約品M犬fe,.蝕17.弘矧 こ玖きく感謝繋,::

'L'†沢長次郎1も

叉超首班!朋 .I

に当って,.磁気試扱TTの研付加托廿には抑多川中にもl
拘らず,畦々御班北をAIわ た｡搾 く糾IllL申し上げる｡

f.･･7,配取締Etr,抜放久坤Lt･,並びに別花 柳 矧 :1搾
防?一部を手伝って1恥 ･た.併せて御,1iL申し上げる｡
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ŝthequ坤 tyofcmulsirlCrhas､grcatinAu-

C'nceont丘ccompositionofcml-1sion.eopccn'ト__=~~~~~
rate'thetcchniqucofspraylthもrcquircmcntA
oftoxirantandtheInjuryOnplant,thesclcc-

ti'onof･cmulsi鮎r'is.importantin'discll占si)1g
en"lsion･ThFreforC.theemTJlsionfo‡tlgricu1-

tl】ralspray1-ashundiscussedlicrcJ'nl're:Sent

rFportandsonichiologictl日 ｡lstsrhtl､IC山 n
conducted.

1･●Ithtasrr'ccnattcm'ptcdto●flgtlrCOut:the

Lorniul.1COLemulsionc-onccntraieincxphna-

toryI..liagramsinordertorcLcrincomposlng
c血ulsionc(incもntrAtc .I .

12.ltalsohasljeenattemptedtoillustrate

thecompositionofciT)ulsionspraymiⅩturein

explarやt9ry "map7㌧in orやer'toClarifyth'c

abili'tyof'emulsifierataglance･

3/ n̂opticalmethodhasl'eenapplied●in

determiningdcemulsjficAtionandfoundthatit.

differsノwiththedegreeofdilutionincmlllsi(-n

conc9ntrateOEdifferentemulsi丘el･

4･ Ganlma-DliC emulsionspray Pixtures
lVithdiLrerentstatesoLemulsifieationlVerePre-

paredLotJatmTatOrytestsOn COWPea WeeVil･I
nutnode丘niteresultlV.lSObtained.】nthis･I

casclaSamPle･Withoutcm_ulsifierl】utcmulsi一

鮎dby super-sdnic ,rave illumination vヽas

addedforcomparisona-ndC=LreWastakento

,eliminateerrorswhich might̀occurcl}ythe

differcnccoLwettingabilityowlngtOthel'tl-

riancerofemulsifyingstatesinordertoclarifyー

themechanism oftheactionoLemulsion.

5. IthasI)eep･･attemptedto.repJ･eSentthe

diLlerenccoftheemulsi点catio71I)iologicallyhy

treating young ro(,tsofpaddyriceplantand･

/S占cdsofwheatwiththesamplcs'ofemulsion･

Thesetestssccm･togl､･eaSuggestionPnthe

testsofplantinjuries･and･al畠otoclarifytl161

actionofemulsincronplants′andinsc-cts･CoW-

pea＼vecvillVaSCtreCtedby')メ-ruiC,butnot

byxylolnorcmtllsはer-Ho､vever'onthecon-

trary,young.rootsofpaddy riceplantand

sccds-oL IVhcatwereetfectcdonlyhy_xylo1..

I;Illnotl'yγ-叩 CnoremulsiGeiit.self.
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節2凹耽明

･縦軸5,拭軸0.8

Y-｢20.38×17.4:(

Y---20.38×17.4.冗

2.42B2

Y=-20.38+17.,4.Y'

Y---20.38+17.4.TL･
3.4282


